「菅原道真の生涯」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山居　閑人


　菅原の道真の生涯を漢詩と和歌により紹介いたします。
　菅原道真は、祖父清 (きよ)公 (きみ)、父是 (これ)善 (よし)を「文章 (もんじょう)博士 (はかせ)」とする学者の一族の子として八四五年に生まれました。学者の後継者として幼年の頃から厳しい教育を受け、４歳で初めて書を読み、８歳で歴史書を理解し、１８歳で大学寮の試験に合格して文章生となり、更に研鑽を続けて３３歳の時に「文章博士」となりました。
　道真は、１１歳の時、初めて「月夜 (げつや) 梅花 (ばいか)を見る」という詩を作りました。この詩を紹介いたします。

月燿如晴雪　　　月 (げつ)耀 (よう)は晴 (せい)雪 (せつ)の如く　
梅花似照星　　　梅花 (ばいか)は照 (しょう)星 (せい)に似たり
可憐金鏡転　　　憐 (あわ)れむ可 (べ)し 金 (きん)鏡 (きょう)転 (めぐ)り　
庭上玉房馨　　　庭上 (ていじょう)に玉房 (ぎょくぼう)香れるを

　道真は１６歳の時、「折 (せつ)楊 (よう)柳 (りゅう)を賦 (ふ)し得たり」という詩を作りました。「賦し得たり」という言葉は、詩題を与えられて作ったことを意味し、「折 (せつ)楊 (よう)柳 (りゅう)」は楽府 (がふ)題 (だい)の詩で、楊巨源 (ようきょげん)の詩が有名です。この詩は「折楊柳」という詩題を与えられて作った物ですが、１２句（６韻）の排 (はい)律 (りつ)であり、科挙の答案を意識した物です。

佳人芳意苦　　　佳人 (かじん) 芳 (ほう)意 (い) 苦 (ねんごろ)なり　
楊柳先攀折　　　楊 (よう)柳 (りゅう) 先 (ま)ず 攀 (はん)折 (せつ)す
應手麴塵輕　　　手に応じては 菊 (きく)塵 (じん)軽 (かろ)く　
候顔青眼潔　　　顔 (おもて)を候 (うかが)うに 青眼 (せいがん)潔 (きよ)し 
涙迷枝上露　　　涙は迷う 枝上 (しじょう)の露　
粧誤絮中雪　　　粧 (よそお)いは迷う 絮中 (じょちゅう)の雪粧 (ゆきしょう)
纖指柔英斷　　　纖 (ほそ)き指  柔 (じゅう)英 (えい)を断 (た)ち　
低眉濃黛刷　　　低 (た)れる眉 (まゆ) 濃 (のう)黛 (たい)を刷 (は)く 
葉遮鬟更亂　　　葉遮 (さえぎ)りて 鬟 (みずら) 更に乱れ　
絲剪腸倶絶　　　糸 (いと)剪 (き)れて腸 (はらわた) 倶 (とも)に絶 (た)ゆ 
若有入羌音　　　若 (も)し羌 (きょう)に入る 音 (たより)有らば　
誰堪行子別　　　誰 (たれ)か堪 (たえ)ん 行子 (こうし)の別れに

　白居易の詩「北窓 (ほくそう)三友 (さんゆう)」は成語となっており、琴を弾くこと、酒をたしなむこと、詩を作ることは教養人のたしなみの一つとされていました。道真も琴を習いましたが、才能が無く、習うのを断念しました。有名な「秋思 (しゅうし)の詩」において、「琴を弾き」ではなく「琴を聞き」とされているのはこのことによる物です。
　２６歳の時に作られた「弾 (だん)琴 (きん)を習うのを留 (や)む」を紹介いたします。

偏信琴書学者資　　　偏 (ひとえ)に信ず 琴と書とは 学者の資 (たすけ)なりと　
三餘窓下七条絲　　　三余 (さんよ)の窓下 (そうか) 七条の糸 
専心不利徒尋譜　　　すれど利あらず 徒 (いたずら)に譜 (ふ)を尋 (たず)ぬ　
用手多迷數問師　　　手を用いたれど迷うこと多く 数 (しばしば)師に問う  
断峡都無秋水韻　　　断峡 (だんきょう) 都 (すべ) て 秋水 (しゅうすい)の韻 (ひびき)無く　
寒烏未有夜啼悲　　　寒 (かん)烏 (う)　未だ夜啼 (やてい)の悲しみ有らず
知音皆道空消日　　　知音 (ちいん)は皆 (みな)道 (い)う 空 (むな)しく日を消すと　
豈若家風便詠詩　　　豈 (あ)に家風の詩を詠ずるに便 (べん)あるに若 (し)かめやも

　このようにして、道真は文人としての道を歩みました。２７歳の時に「八月十五夜月前 (げつぜん)に旧を語る」という詩を作りました。この詩は詩会の席において、韻字をくじ引きで決め、「心」という韻字を得て作られたものです。なお、旧暦八月の十五夜の月を愛でることは杜甫に始まったとされており、白居易の影響により平安貴族の習慣になったものと思われます．幼い頃の旧友と再開したときの心境を詠ったものです。
　
秋月不知有古今　　　秋月 (しゅうげつ)は知らず 古今 (ここん)有るを　
一條光色五更深　　　一条 (いちじょう)の光 (こう)色 (しょく) 五 (ご)更 (こう)深し
欲談二十餘年事　　　談 (かた)らんと欲す 二十余年の事　
珍重當初傾蓋心　　　珍重す当初の 傾 (けい)蓋 (がい)の心を

　当時の、朝廷での政治は早朝から行われるのが通例でした。雪の降る中での出勤には、寒さが身にしみ、酒を飲んで体を温めてから出勤することもあったようです。このような、寒さの中での早朝の出勤を、道真は「雪中朝衙 (ゆきちゅうちょうが)」という詩に表しています。紹介致します。

風送宮鐘繞漏聞　　　風は宮 (きゅう)鐘 (しょう)を送りて 暁漏 (ぎょうろう)聞こゆ　
催行路上雪紛紛　　　行 (こう) を催す路上に 雪紛紛 (ふんぷん)たり
稱身着得裘三尺　　　身に称 (かな)いて着 (き)ることを得たり 
宜口温來酒二分　　　裘 (かわごろも)三尺 (さんじゃく)　口に宜 (かな)いて温め来る 酒二分 (にぶん)
怪問寒童懐軟絮　　　怪 (あや)しみて問う 寒 (かん)童 (どう)の軟絮 (なんじょ)を懐 (いだ)くかと　
驚看疲馬蹈浮雲　　　驚きて看る疲 (ひ)馬 (ば)の 浮雲 (ふうん)を蹈 (ふ)むかと
衙頭未有須臾息　　　衙頭 (がとう)未だ須臾 (しゅゆ)も息 (いこ)うこと有らず　
呵手千廻著案文　　　呵手千廻 (かしゅちたび) 案文 (あんぶん)を著 (しる)す

ある日、道真は、地方官の決定である除目 (じもく)が行われた翌朝に、右大臣源多の邸宅を訪れました。人事が決定するまでは、請願のために多くの人々が詰めかけましたが、決定した後は、人一人いない寂しさでした。道真は「春日 (しゅんじつ) 丞相 (じょうしょう)の家門 (かもん)に過 (よ)ぎる」と言う詩を作り、こんなことでは、お亡くなりになった後では、屋敷は荒れ果てるだろうと、その状況を詠いました。その詩を紹介いたします。

除目明朝丞相家　　　除目 (じもく)の明 (わ)くる朝 (あさ) 丞相 (じょうしょう)が家　
無人無馬復無車　　　人無く馬無く 復 (また)車無し
況乎一旦薨亡後　　　況 (いわん)や一旦 (いったん)薨 (みま)亡 (かり)し後 (のち)をや　
門下應看枳棘花　　　門の下 (もと)看るべし 枳 (けい)棘 (きょく)の花

　学者としての道真は、来朝した外国の使者の接待にも当たりました。渤 (ぼっ)海国 (かいこく)から来朝した使者の送別会が「鴻臚館 (こうろかん)」で開かれ、そのとき、道真は「夏の夜に、鴻臚館 (こうろかん)にして、北客 (ほくかく)の帰郷するに餞 (せん)す」という詩を作り、はなむけとしました。別れることの悲しみを匠に表した詩です。この詩を紹介いたします。

帰歟浪白也山青　　　帰らん歟 (か) 浪 (なみ)白く也 (また)山青し　
恨不追尋界上亭　　　恨 (うら)むらくは界上 (かいじょう)の亭を 追尋 (ついじん)せざることを
腸斷前程相送日　　　腸 (はらわた)は断 (た)ゆ 前程 (ぜんてい)に相 (あい)送る日　
眼穿後紀轉來星　　　眼は穿 (うが)たる 後 (こう)紀 (き)に転 (まろ)び来る星
征帆欲繫孤雲影　　　征帆 (せいはん) 繫 (つな)がんとす孤 (こ)雲 (うん)の影　
客館爭容數日扃　　　客 (きゃく)館 (かん) 争 (いか)でか容 (い)れん数日の扃 (けい)
惜別何為遙入夜　　　惜別 (せきべつ) 何 (なん)為 (す)れぞ遙かに夜に入 (い)る　
縁嫌落涙被人聽　　　落涙 (らくるい) 人に聴 (き)かるることを嫌うに縁 (よ)る　

　道真の提言により遣唐使が廃止されて以後、このように交流の主な相手国は渤 (ぼっ)海国 (かいこく)でした。道真は、来朝した渤海国の裴 (ばい)大使 (たいし)という詩文に優れた人と、特に親しかったようであり、帰国前に肖像画を描かせました。裴大使が帰国した後で、その肖像画を見て「渤 (ぼっ)海 (かい)の裴 (ばい)大使 (たいし)が真図 (しんと)を見て感有り」という詩を作り、姿は分かるが、その心までは分からないと詠っています。この詩を紹介いたします。

自送裴公萬里行　　　裴公 (ばいこう)が万里 (ばんり)の行 (こう)を送りてより　
相思毎夜夢難成　　　相思 (あいおも)いて夜毎 (よごと)に 夢成り難 (が)たし
真図対我無詩興　　　真図 (しんと)我に対 (むか)えども  詩興 (しきょう)無し　
恨写衣冠不写情　　　恨 (うら)らくは 衣冠 (いかん)のみ写して情 (じょう)を写さざるを

　道真は４２歳の時、文章 (もんじょう)博士 (はかせ)の職を解かれ、讃岐 (さぬき)守 (のかみ)に任ぜられました。左遷とは言えないまでも、学者として生きてきた道真にとっては、この転任は満足の行く物では無かったようです。任地に赴く途中、「中途 (ちゅうと)にて春を送る」という詩を作り、都を離れることの寂しさ、悲しさを詠いました。この詩を紹介いたします。

春送客行客送春　　　春は客 (かく)行 (こう)を送り　客 (かく)は春を送る　
傷懐四十二年人　　　懐 (こころ)を傷 (いた)む　四十二年の人
思家涙落書齊舊　　　家を思わば涙落つ　書斎は旧 (ふるび)たらんかと　
在路愁生野草新　　　路 (みち)に在らば愁 (うれい)生ずれども 野草は新たなり　
花為随時餘色尽　　　花は時に随がわんが為に余色 (よしょく)尽き　
鳥如知意晩啼頻　　　鳥は意 (こころ)を知るが如く 晩啼 (ばんてい)頻 (しきり)なり
風光今日東歸去　　　風光 今日 (こんにち)東に帰り去る　
一兩心情且附陳　　　一両の心情 且 (かつ) 附 (ふ)し陳 (の)べん

　讃岐 (さぬき)守 (のかみ)となった道真は、「寒早 (かんはや)し」という十首の詩を作りました。これらの詩は「次 (じ)韻 (いん)」という技法を用いて作られ、全ての詩が、同じ字を韻 (いん)字 (じ)として同じ順で使って作られています。それぞれの詩は、下層人民の悲哀を詠った物で、個別のテーマを持っています。そのうちの其の三を紹介いたします。この詩のテーマは、妻を亡くした老人の悲哀です。

何人寒気早　　　何人 (なにびと)にか 寒気早し　
寒早老鰥人　　　寒は早し老 (ろう)鰥 (かん)の人に
転枕雙開眼　　　枕を転 (ころ)がして 双 (なら)び開く眼　
低簷独臥身　　　簷 (のき)を低 (た)れて、独り臥す身
病萌逾結悶　　　病 (やまい)萌 (きざ)しては 逾 (いよいよ)悶 (もだ)えを結び　
飢迫誰愁貧　　　飢 (うえ)迫 (せま)りては 誰 (たれ)に貧を愁 (う)りょう
擁抱偏孤子　　　擁抱 (ようほう)す 偏孤 (へんこ)なる子　
通宵落涙頻　　　通 (つう)宵 (しょう) 落涙 (らくるい)頻 (しきり)なり

　
　任地での道真は、都を離れて一人で秋の月を見て、ひときわ寂しさを感じ、その心境を「秋天 (しゅうてん)の月」という詩に表しました。この詩を紹介いたします。

千悶消亡千日酔　　　千悶 (せんもん) 消 (しょう)亡 (ぼう)す 千日 (せんじつ)の酔 (よ)い　
百愁安慰百花春　　　百 (ひゃく)愁 (しゅう)安慰 (あんい)す 百花 (ひゃっか)の春
一生不見三秋月　　　一生 (いっしょう) 三 (さん)秋 (しゅう)の月を見ずんば　
天下應無腸斷人　　　天下応 (まさ)に無かるべし 腸断 (ちょうだん)の人

　道真は、４３歳の時、休暇として一時的な帰郷を許されました。途中、現在の京都府大崎町である河 (か)陽 (よう)という宿場町に立ち寄ったときに、赴任するときに会った知人である王氏を訪ねると、その人は死去していました。道真は、その詩を悼んで「河 (か)陽 (よう)の駅に到り 感ありて泣く」という詩を作りました。この詩を紹介いたします。

去歳故人王府君　　　去 (きょ)歳 (さい) 故人 (こじん)王府 (おうふ)君 (くん)と　
駅樓執手泣相分　　　駅楼 (えきろう)に手を執 (と)り 泣きて相 (あい)分 (わ)かる
我今到此問亭吏　　　我 (われ) 今 此 (ここ)に到り 亭吏 (ていり)に問えば　
為報向來一點墳　　　為に報ず 向来 (きょうらい)一点の墳 (つか)

　一年の後、道真は、再び任地に向かいました。その途中、約八十首の詩を作りましたが、そのうち「駅楼 (えきろう)の壁 (へき)に題 (だい)す」を紹介いたします。これは、明石の宿場で、宿の楼閣の壁に書き付けられたものです。
　春のうららかさが、反って自分の心を痛めること、それを誰も分かってくれない悲しさを詠っています。

離家四日自傷春　　　家を離れて四日 (よっか) 自 (おのず)ら春を傷 (いた)む　
梅柳何因觸処新　　　梅 (ばい)柳 (りゅう)何に因 (よ)りてか触 (ふ)るる処に新たなる　
為問去来行客報　　　為に問えば 去来の行客 (こうかく)報 (こた)う　
讃州刺史本詩人　　　讃州 (さんしゅう)の刺史 (しし)は本 (もと)より詩人なりと

　讃岐国に帰っても、道真は鬱々とした日を送りました。春も過ぎた日に詩興を催して一人出掛けて詩を吟じても、その心を人々は分かってくれない。この寂しさを「春の日に一人遊ぶ」という詩に表しました。この詩を紹介いたします。

花凋鳥散冷春情　　　花凋 (しぼ)み鳥散じて 春情 (しゅんじょう)冷 (すさま)じき　
詩興催來試出行　　　詩興 (しきょう)催 (もよお)し来りて 試みに出でて行く
昏夜不歸高嘯立　　　昏 (くら)き夜も帰らずして 高く嘯 (うそぶ)きて立てれば　
州民謂我一狂生　　　州 (くに)の民は我を謂 (い)う 一狂生 (いちきょうせい)なりと

　道真の鬱々とした気持は、冬でも変わることがありませんでした。道真は冬の様々な情景を描写した「冬夜九 (とうやく)詠 (えい)」という九首の詩を作りましたが、そのうち「独 (ひと)り吟ず」を紹介いたします。冬の夜に目覚めて、一人で詩を作る時にも、悲しさはつのるばかりであると言う心境を表しています。

牀寒枕冷到明遅　　　牀 (とこ)寒く 枕冷ややかにして 明 (めい)に到いたること遅し　
更起燈前獨詠詩　　　更に起き 燈前に独 (ひとり)詩を詠 (えい)ず
詩興變来為感興　　　詩興 (しきょう)変り来て 感興 (かんきょう)を為すも　
關身萬事自然悲　　　身に関わる万事 自然に悲し

　　続きまして「冬夜九 (とうやく)詠 (えい)」のうちの「残 (ざん)灯 (とう)」を紹介いたします。書を読む間に、風が吹き込み、自分も灯火も死にそうになり、必死になって炎をかき立てたが、燃え尽きて折れてしまったということを詠い、悲しみを表しています。

耿耿寒燈夜讀書　　　耿耿 (こうこう)たる寒 (かん)燈 (とう)夜に書を読む　
煙嵐度牖欲如何　　　煙 (えん)嵐 (らん)の牖 (まど)を度 (わた)りて 如何 (いかん)んせんと欲す
微心半死頻挑進　　　微 (び)心 (しん)半 (なかば)ば死にて 頻りに挑 (かか)げ進めば　
折盡枯蒿一尺餘　　　折れ尽くす枯蒿 (かこう) 一尺 (いっしゃく)余り

　　道真は、４６歳の時、讃岐 (さぬき)守 (のかみ)の任を解かれ、中央に復帰しました。その後は、藤原氏を牽制しようとする宇多 (うだ)天皇 (てんのう)の意により、目覚ましい出世を遂げることになります。翌年、蔵 (くら)人頭 (うどのとう)に任ぜられ、４９歳で参議 (さんぎ)となり公 (く)卿 (ぎょう)の一員となりました。さらには、その２年半後には、権 (ごん)中納言 (ちゅうなごん)に任ぜられ、更にその２年後には権 (ごん)大納言 (だいなごん)となり、５５歳で遂に右大臣となりました。この間、皇室との婚姻関係も進めましたが、当時の中心勢力であった藤原氏の政敵となることになりました。
　この時代、道真は、色々な宴会に招かれて多くの詩歌を作りました、これらを順次紹介していきたいと思います。
　道真４７歳頃に、宮中で花見の宴が行われました。醍醐天皇の命により「桜花」という題で一同が詩を作ることになり、道真は「春 (しゅん)夜 (や)の桜花 (おうか)を賦 (ふ)して制に応ず」という題の詩を作りました。「制に応ず」ということから、天皇の命により作ったことが分かります。桜の花の美しさを見事に表現したもので、京に帰った道真が、生き場所を得た心持ちであったことが偲ばれます。

江櫻一種意無疎　　　江 (こう)桜 (おう)一種 (いっしゅ) 意 (い) 疎 (うと)きこと無し　
向暁猶言夜未渠　　　暁 (あかつき)に向いて猶 (なお)言う 夜 未 (いま)だ渠 (あわただし)からずと
香倍移於仙砌後　　　香 (かおり)は倍 (ま)す 仙 (せん)砌 (せつ)に移りて後　
色添隠在故山初　　　色は添う 隠れて故山 (こざん)に在りての初 (はじめ)
通風鳳女粧相似　　　風通 (すぎ)ては鳳女 (ほうじょ)の粧 (よそおい)に相 (あい)似たり　
迎月龍花樹不如　　　月を迎えては龍 (りゅう)花 (か)の樹 (じゅ)も如 (し)かず
多少春情誰為惜　　　多少の春情 (しゅんじょう) 誰 (た)が為にか惜しまん　
九重深處萬機餘　　　九重 (ここのえ)深き処 万機 (ばんき)の余 (よ)

　道真は、当時皇太子であった醍醐天皇 (だいごてんのう)から二時間のうちに十首の七言絶句を作るように言われ、それぞれの詩題を与えられて応 (おう)令 (れい)詩 (し)を作りました。そのうちの「春を送る」を紹介いたします。去りゆく春は、もし自分の惜しむ心を分かってくれたら、一家の宿を自分の家とするだろうと詠っています。

送春不用動舟車　　　春を送るに舟車 (しゅうしゃ)を動かすことを用いず　
唯別残鶯與落花　　　唯だ残 (ざん)鶯 (おう)と落花とに別る　
若使韶光知我意　　　若 (も)し韶光 (しょうこう)をして我が意を知らしめなば　
今宵旅宿在詩家　　　今宵 (こんしょう)の旅 (りょ)宿 (しゅく)は 詩の家に在らまし

　続きまして、道真が当時皇太子であった醍醐天皇 (だいごてんのう)の御殿の薔薇を詠った「殿前 (でんぜん)の薔薇 (しょうび)に感ず」を紹介致します。薔薇 (ばら)は、他の花と同時に咲き、その美しさを競い合うようなことはしない、一目見た人を虜 (とりこ)にすると詠っています。

相遭因緣得立身　　　因縁に相 (あ)い遭 (あ)いて身を立つるを得たり　
花開不競百科春　　　花開いて競 (きそ)わず 百科の春
薔薇汝是應妖鬼　　　薔薇 (しょうび) 汝 (なんじ) 是 (これ) 応 (まさ)に妖 (よう)鬼 (き)なるべし　
適有看來悩殺人　　　適 (たまたま) 看 (み)来 (き)たる有らば 人を悩 (のう)殺 (さつ)す

　道真は、宇多天皇の皇子の邸宅に於いて行われた宴会において、「残菊 (ざんぎく)に対 (むか)いて寒 (かん)月 (げつ)を待つ」という詩を作りました。この詩を紹介致します。
菊は枯れて月は欠け始めた。このような情景を見ると、無風流な者でも悲しみを抑えられないであろう。詩人に於いてはなおさらであると詠っています。

月初破却菊纔殘　　　月 初めて破却 (はきゃく)し  菊 (きく)纔 (わずか)に殘る　
漁夫樵夫抑意難　　　漁夫 (ぎょふ)樵夫 (しょうふ)  意 抑え難し
況復詩人非俗物　　　況 (いわん)や復 (また) 詩人の俗物 (ぞくぶつ)に非 (あら)ざるをや　
夜深年暮泣相看　　　夜深く年暮れて泣いて 相 (あい)看 (み)る

　道真は、詩会ばかりで無く、歌合わせにも出席しました。宇多 (うだ)天皇 (てんのう)の時代に「菊」という題での歌合わせの和歌が古今集に採録されております。吹上 (ふきあげ)の浜をかたどった州浜 (すはま)に植えられた白菊を波かと見立てたものです。この和歌を紹介致します。

秋風の吹き上げにたてる白菊は花かあらぬか浪のよするか

　また、道真が、宇多上皇の吉 (よし)野宮 (ののみや)滝 (たき)御幸 (ぎょうこう)に従駕 (じゅうが)したときの和歌が、古今集に採録されております。この和歌は、｢百人一首｣にも採録されました。御幸 (みゆき)は、急に決められたものであったのでしょうか。

このたびは幣 (ぬさ)もとりあへず手 (た)向山 (むけやま)もみぢの錦神のまにまに

　このとき、宇多上皇は、宮の滝という所を御覧になりました。道真は、流れ落ちる滝の水を白糸に見立てて和歌を詠みました。後 (ご)撰集 (せんしゅう)に採録されているこの和歌を紹介致します。

水ひきの白糸はへて織 (お)る機 (はた)は旅の衣にたちやかさねむ

　このようにして、道長が右大臣になったときに、「重陽 (ちょうよう)の節句」の翌日に行われる「後朝 (こうちょう)の宴」において、宇多 (うだ)天皇 (てんのう)から一同に「秋思 (しゅうし)」という題で詩を作るようにお言葉がありました。道真は「九日 (ここのか)後朝 (こうちょう)、同 (とも)に秋 (しゅう)思 (し)いを賦 (ふ)して制 (せい)に応ず」という詩を作りました。有名な「秋思 (しゅうし)の詩」です。この詩の詩の中には、白楽天の「長恨歌 (ちょうごんか)」「北窓 (ほくそう)三友 (さんゆう)」「呉 (ご)桜桃 (おうとう)」の三首が引用され、｢独り断腸｣の詩で、とりわけ勝れた物として、醍醐天皇から衣を授かりました。「秋思の詩」を紹介致します。

丞相度年幾樂思　　　丞相 (じょうしょう)年を度 (わた)りて 幾たびか楽 (がく)思 (し)す　
今宵觸物自然悲　　　今宵 (こんしょう) 物に觸れて 自然に悲し
聲寒絡緯風吹処　　　声は寒し絡緯 (らくい) 風吹くの処　
葉落梧桐雨打時　　　葉は落つ 梧桐 (ごとう) 雨打つの時
君富春秋臣漸老　　　君は春秋 (しゅんじゅう)に富み 臣は漸 (ようや)く老ゆ　
恩無涯岸報猶遅　　　恩は涯 (がい)岸 (がん)無く 報 (むく)ゆること猶 (なお)遅し
不知此意何安慰　　　知らず此 (こ)の意 (こころ) 何 (いずく)か安慰 (あんい)せん　
飲酒聴琴又詠詩　　　酒を飲み琴を聽き 又詩を詠ぜん

　このようにして、栄達を重ねた道真でしたが、一方で藤原氏にとって邪魔者となりました。こんな中で、宇多天皇は位を醍醐天皇に譲りました。左大臣藤原 (ふじわらの)時平 (ときひら)を首謀者とする藤原氏は、この機会を見逃さず、道真に謀反の心があると讒言 (ざんげん)し、醍醐天皇はこれを信じて、道真を太宰権師 (だざいごんのそち)に左遷しました。政務には関与するべからずとされ、事実は流刑でした。儒者としての道真にとって、天皇の命令は絶対で有り、また、味方となる勢力もありませんでした。僅かに、宇多上皇を頼りとし、和歌を送って助けを求めました。この和歌を紹介致します。

流れゆくわれはみくづとなりはてぬ君しがらみになりてとどめよ

　道真の和歌を見た宇多上皇は、早速、醍醐天皇に面会を求めて参内しましたが、藤原氏に力尽くで止められて面会することはできませんでした。このようにして、道真は太宰府 (だざいふ)に送られることになり、家を離れる際に、梅の木を見て和歌を詠みました。この有名な和歌を紹介致します。この和歌を聞いた梅の木が、後ほど、道真のいる太宰府へ、一夜のうちに飛んでいったという「飛び梅」伝説を生みました。

東風吹かばにほひおこせよ 梅の花あるじなしとて春な忘れそ

　太宰府 (だざいふ)に向かう途中、明石の宿場に宿ったとき、驚いている宿場の長に、詩を作って与えました。｢花は咲いても秋には枯れる｣と悟った気持を詠った物です。「一栄一落 (いちえいいちらく)」は成語となっております。一方、道真は、前途への不安を和歌に詠みました。これらから、道真の気持ちは複雑であったことが推察されます。これらの詩と和歌を紹介いたします。

駅長莫驚時變改　　　駅長 驚く勿れ、時の変改するを　
一榮一落是春秋　　　一栄一楽は是れ春秋
　
天 (あま)つ星道も宿 (やど)りもありながら空にうきても思ほゆるかな

　旅の途中、道真は、今たどってきた道を振り返り、和歌を妻に送りました。拾遺集 (しゅういしゅう)に採録されているこの和歌を紹介いたします。

君がすむ宿のこずゑのゆくゆくと隠るるまでにかへりみしやは

太宰府に着いてから間もなく、道真は「自詠 (じえい)」という詩を作りました。この詩を紹介致します。

離家三四月　　　家を離れて 三四月 (さんしげつ)　
涙落百千行　　　落つる涙は 百千行 (ひゃくせんぎょう)
万事皆如夢　　　万事 皆夢の如し　
時時仰彼蒼　　　時々 (じじ)彼 (か)の蒼 (そう)を仰ぐ

　太宰府 (だざいふ)では、道真は身柄を拘束されるようなことはありませんでしたが、勅命を賢んで謹慎生活を送りました。その心境を「門を出でず」という詩に表しております。ひたすら謹慎した心境で有り、敢えて外出することもないことを述べております。この詩を紹介致します。

一従謫落在柴荊　　　一 (ひと)従 (たび)謫落 (たくらく)せられて 柴 (さい)荊 (けい)に就 (つ)きしより 　
万死兢兢跼蹐情　　　万死 (ばんし)兢兢 (きょうきょう)たり 跼蹐 (きょくせき)の情 (じょう) 
都府桜纔看瓦色　　　都府 (とふ)桜 (ろう)は纔 (わずか)かに 瓦 (が)色 (しょく)を看 (み)　
観音寺只聴鐘聲　　　観音寺 (かんのんじ)は只 (ただ) 鐘声 (しょうせい)を聴く
中懐好逐孤雲去　　　中懐 (ちゅうかい)好し孤 (こ)雲 (うん)を逐 (お)いて去り 　
外物相逢滿月迎　　　外物 相逢 (あいあい)いて 満月迎 (む)こう 
此地雖身無検繋　　　此 (こ)の地 身 (み) 検繋 (けんけい)無しと雖 (いえど)も　
何為寸歩出門行　　　何 (なん)為 (す)れぞ 寸 (すん)歩 (ぽ)も門を出 (い)でて行かん

　太宰府に於いて、北から飛んできた雁を見るに付けても、道真には、自分と対比して、来春には変えることが出来る雁がうらやましく見えました。そして、このことを「雁 (かり)を聞く」という詩に詠いました。この詩を紹介致します。

我爲遷客汝來賓　　　我は遷客 (せんかく)為 (た)り 汝 (なれ)は来賓 (らいひん)　
共是蕭蕭旅漂身　　　共に是 (こ)れ蕭蕭 (しょうしょう)として 旅漂 (りょひょう)の身
欹枕思量歸去日　　　枕を欹 (そばだて)て思量 (しりょう)す 帰去 (ききょ)の日　
我知何歳汝明春　　　我は知 (し)んぬ何 (いず)れの歳ぞ  汝 (なれ)は明春 (みょうしゅん)

　また、道真がこの時読んだと思われる和歌が続後 (ぞくご)撰集 (せんしゅう)に採録されております。この和歌を紹介致します。

雁がねの秋なくことはことわりぞ かへる春さへ何かかなしき

　流罪となってから、一年近くが経過し、あの「秋思の詩」を作った九月十日がやってきました。道真は、その時のことを思い出し、褒美として賜った衣を毎日捧げ持って、炊き込められた香の香りを味わい、宇多上皇の恩を偲ぶことを詠いました。この詩「九月十日」を紹介致します。

去年今夜待清涼　　　去年の今夜 清涼 (せいりょう)に待す　
秋思詩篇獨斷腸　　　秋思 (しゅうし)の詩篇 (しへん) 独 (ひと)り断腸 (だんちょう)　
恩賜御衣今在此　　　恩賜 (おんし)の御衣 (ぎょい) 今 (いま)此 (こ)こに在 (あ)り　
捧持毎日拜餘香　　　捧持 (ほうじ)して 毎日余香 (よこう)を拝す

　道真は、又、曾て宇多天皇の寵愛に預かっていたころを懐かしむ和歌を作っております。新古今集に採録されたこの和歌を紹介致します。

道の辺の朽ち木の柳春くればあはれ昔と偲ばれぞする

　「九月十日」を作った月の十五夜の日、道真は月を見ながら「秋 (しゅう)夜 (や)」という詩を作りました。「秋思の詩」と並ぶ有名な詩です。迫り来る老いの中で、自分の無実の罪を晴らすことが出来ない無念さと悲しさを見事に表した詩です。「秋夜」を紹介致します。

黄萎顔色白霜頭　　　黄萎 (こうい)の顔色 (がんしょく) 白 (はく)霜 (そう)の頭 (こうべ) 　
況復千餘里外投　　　況 (いわん)や復 (また) 千余里外 (せんよりがい)に投 (とう)ぜられしをや
昔被栄花簪組縛　　　昔は栄 (えい)花 (が) 簪組 (しんそ)に縛 (ばく)せられ　
今為貶謫草莱囚　　　今は貶謫 (へんたく) 草莱 (そうらい)の囚 (しゅう)と為 (な)なる
月光似鏡無明罪　　　月光は鏡に似るも 罪を明らかにすること無なく　
風気如刀不破愁　　　風 (ふう)気 (き)は刀の如くしてを破らず
随見随聞皆惨慄　　　見るに随 (したが)がい聞くに随がい  
此秋独作獨身秋　　　惨慄 (さんりつ) 此の秋 独 (ひと)り我が身の秋と作 (な)る

　
　また、道真は、このころの嘆きを和歌に詠んだことが『大鏡』に記載されております。野山に立つ煙が、自分の嘆きという「木」を滝添えることで更に燃えまさると詠ってます。また、新古今集には、自分が無実であることを月だけが知っていてくれるとした和歌が新古今集に採録されております。これらの和歌を紹介致します。

夕されば野にも山にも立つけぶり歎きよりこそ燃えまさりけれ

海ならずたたへる水の底までにきよき心は月ぞてらさむ

　学者である道真は、太宰府に於いても読書を続けようとしましたが、夜に書を読むために必要な灯火の油が十分でなく、読書の間に灯が消えることがありました。道真は、このことを「灯 (ともしび)消ゆ」という２首の絶句に詠いました。これらを紹介致します。

脂膏先盡不因風　　　脂 (し)膏 (こう)の先 (ま)ず尽 (つ)くるは 風に因 (よ)らず　
殊恨光無一夜通　　　殊 (こと)に恨 (うら)む 光の一夜 通すこと無きを
難得灰心兼晦跡　　　得 (え)難 (がた)し 灰 (かい)心 (しん)と跡 (かい)晦 (せき)と　
寒窓起就月明中　　　寒 (かん)窓 (そう)に起きて就 (つ)く 月明 (げつめい)の中 (うち)

秋天未雪地無蛍　　　秋 天に雪あらず 地に蛍無し　
燈滅抛書涙暗零　　　灯 (ともしび)滅 (き)え 書を抛 (なげう)たば 涙 (なみだ) 暗 (あん)に零 (お)つ
遷客悲愁陰夜倍　　　遷客 (せんかく)の悲愁 (ひしゅう)は陰 (いん)夜 (や)に倍 (ま)し　
冥冥理欲訴冥冥　　　冥々 (めいめい)の理 (り)は冥々 (めいめい)に訴 (うった)えんと欲す

　道真は、秋の月を擬人化し、月に対して問う詩と、月に代わって問に答える詩を作りました。最初に「秋月 (しゅうげつ)に問う」を紹介します。これは、形を変えるがその本質を失わないのに、雲に蔽われて西に流されていく月と自分の姿を対比したものです。

度春度夏只今秋　　　春を度 (わた)り夏を度 (わた)り 只今 (ただいま)は秋なり　
如鏡如環本是鉤　　　鏡の如く環 (たまき)の如く 本 (もと)は是 (こ)れ 鉤 (かぎ)なり
為問未曾失終始　　　為に問う 曾 (かつ)て終始 (しゅうし)を失わざるに　
被浮雲掩向西流　　　浮雲 (ふうん)に掩 (おお)われて 西に向かいて流るるかと

　つづいて「月に代わりて答う」を紹介致します。月は言います。「天はやがて私を蔽 (おお)っている雲を払いのけてくれるであろう、私は、ただ、西に向かって流れるように見えるだけで、左遷された訳では無いのだ。」と。天の月と人間世界にある道真とは、運命が違っていたのです。

蓂発桂香半且圓　　　蓂 (めい)は発 (ひら)き 桂 (かつら)は香り 半 (なかば)円 (まどか)ならんとす　
三千世界一周天　　　三千世界 (さんぜんせかい) 天を一周す　
天廻玄鑑雲将霽　　　天は玄 (げん)鑑 (かん)を廻 (めぐ)して　雲 将 (まさ)に霽 (はれ)んとす　
唯是西行不左遷　　　唯 (ただ) 是 (こ)れ西に行くのみ左遷にあらず

　これらの詩に対応すると思われる和歌が、新古今集に採録されております。この和歌を紹介致します。

月ごとにながると思ひしますかがみ西の海にもとまらざりけり

　太宰府 (だざいふ)に流されてから二年が経過し、道真は自分を蘇 (そ)武 (ぶ)や燕 (えん)の丹 (たん)にの故事にならぞえ、京へ帰りたいと言う思いを込めた「謫居 (たくきょ)の春雪 (しゅんせつ)」という詩を作りました。この詩が道真の最後の作と考えられます。京に帰りたいという願いも空しく、道真は９０３年２月２５日に、５９歳の生涯を閉じました。「謫居の春雪」の吟詠を紹介致します。この吟詠を最後に、「菅原道真の生涯」の紹介を終わらせて戴きたいと思います。

盈城溢郭幾梅花　　　城に盈 (み)ち郭 (くるわ)に溢 (あふる)るは 幾 (いくばく)の梅花 (ばいか)ぞ　
猶是風光早歳華　　　猶 (なお) 是 (こ)れ 風光 (ふうこう) 早 (そう)歳 (さい)の華 (はな)なり　
雁足粘将疑繋帛　　　雁 (かり)の足に粘将 (ねや)しては 帛 (きぬ)を繋 (かけ)たるかと疑い　
[bookmark: _Hlk51758857]烏頭點著憶帰家　　　烏の頭 (かしら)に点著 (つ)つきては 家に帰らんと憶 (おも)う

　　

（令和２年９月２３日作成）
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